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―
―
松
波
総
合
病
院
の
沿
革
及
び
診
療
の
特
長

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

曽
祖
父
の
松
波
英
太
郎
が
１
９
０
２
年
に
松

波
病
院
を
開
設
し
た
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
留
学

の
た
め
に
一
時
閉
院
し
、
帰
国
後
の
１
９
１
１

年
に
加
納
町
病
院
と
し
て
再
開
設
し
た
の
が
実

質
的
な
始
ま
り
で
あ
り
、
百
年
余
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
当
時
は
県
内
で
唯
一
外
科
手
術
が
行

え
る
病
院
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

医
療
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に
有
機
的
に
連
動
さ

せ
、
早
期
の
自
宅
復
帰
を
目
指
す
と
い
う
も
の

で
、
同
一
敷
地
内
に
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

の
医
療
資
源
を
効
率
的
に
集
約
し
て
い
る
当
院

な
ら
で
は
の
機
能
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
病
院
経
営
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

父
の
時
代
か
ら
、「
地
域
に
常
に
最
新
の
医
療

を
」
を
基
本
に
病
院
運
営
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
中
核
施
設
的
な
役
割
を
担
う
民
間

病
院
の
使
命
で
も
あ
る
と
い
う
方
針
か
ら
で
す
。

父
は
昭
和
40
年
代
（
１
９
６
５
年
～
）、「
断
ら

な
い
救
急
」
を
目
的
に
民
間
救
急
車
を
製
作
し

て
運
用
し
て
い
ま
し
た
し
、
我
々
兄
弟
の
時
代

も
現
院
長
（
和
寿
氏
）
が
１
９
９
５
年
に
体
外

受
精
（
県
内
初
）、
私
が
97
年
に
生
体
部
分
肝
移

植
に
成
功
（
国
内
民
間
病
院
初
）
し
た
こ
と
が
、

そ
の
実
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
医
療
を
支
え
る
医
療
機
器
に
関

期
待
に
応
え
つ
つ
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

進
展
を
遂
げ
、現
在
は
病
床
数
５
０
１
床
、
医
師

数
約
１
４
０
名
、職
員
数
約
１
２
０
０
名
を
擁
し
、

病
院
北
館
（
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
）、
南

館
（
老
健・回
復
期・障
が
い
者
医
療
）、ク
リ
ニ
ッ

ク
、
及
び
南
館
内
の
老
健
（
１
４
６
床
）
で
の
切

れ
目
の
な
い
連
携
を
信
条
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

父
（
英
一
氏
、
現
名
誉
院
長
）
は
南
館
で
診

療
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
が
理
事
長
に

就
任
後
、
２
０
１
４
年
に
急
性
期
の
み
な
ら
ず

災
害
医
療
に
も
対
応
で
き
る
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

付
き
の
北
館
を
建
設
し
、
前
述
し
た
形
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
北
館
は
、
２
０
１
９
年
10
月
に

３
階
建
て
の
建
物
（
１
階
口
腔
外
科
、
２
階
内

視
鏡
室
、
３
階
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
増
築
す
る
と
共
に
、

立
体
駐
車
場
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
の
特
長
は
、
即
ち
「
ス
ー
パ
ー
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
」
で
す
。
こ
れ
は
、
北
館
と
南
館
で
行
う

し
て
も
、
や
は
り
父
の
時
代
か
ら
最
先
端
装
置

を
積
極
的
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
父
は

１
９
７
７
年
に
東
大
、
慶
大
に
次
い
で
国
内
３

番
目
に
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
、
全
国
か
ら
被
検

者
が
集
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
我
々
が
経

営
を
引
き
継
い
だ
後
も
、
３
２
０
列
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ

（
２
０
１
０
年
導
入
、
県
内
２
番
目
）
や
ダ
ビ
ン

チ
（
同
年
導
入
、
県
内
２
番
目
）
な
ど
を
早
期

に
臨
床
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
院
内
を
最
先
端
装
置
で
埋
め
尽
く
す

こ
と
が
最
良
の
機
器
環
境
と
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
私
は
以
前
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
最
先
端
手

術
室
を
見
学
し
た
際
、
そ
の
手
術
室
の
横
が
旧

態
依
然
と
し
た
タ
イ
ル
貼
り
の
手
術
室
で
あ
っ

た
こ
と
に
驚
き
、
理
由
を
聞
く
と
、
答
え
は
「
こ

こ
で
十
分
な
手
術
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
私
の
意
図
す
る
も
の
は
ま

さ
に
こ
の
価
値
観
で
あ
り
、「
最
先
端
装
置
が
な

い
と
成
立
し
な
い
医
療
に
の
み
投
入
す
る
」
が

機
器
戦
略
に
関
す
る
持
論
で
す
。

―
―
理
事
長
の
立
場
か
ら
の
病
院
運
営
理
念
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

1世紀以上、インフラ整備に努める病院が
独自のITの開発や先進技術導入によって、
新型コロナへの対応含め地域に貢献する

松波総合病院は、岐阜県内、民間病院として最大規模の501床を有し、
その創立は1902年と古く、まさに地域医療の要的な名門病院である。
民間初生体肝移植、高性能モダリティ導入等、最先端医療への取り組みに加え、
1988年には独自のオーダリングシステムを開発・稼働させるなど、
医療ITへの取り組みも積極果敢であり、コロナ禍においても姿勢は変わらない。
同院では、本年1月、早速AI 問診システムを導入したが、その稼働法にも拘り、
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同院の診療の現況と、医療安全に対するITの活用法、そして理念について、
松波英寿理事長他、キーパーソンの方々に話を聞いた。
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「
医
学
の
質
を
維
持
し
つ
つ
、
医
療
費
の
削
減
・

適
正
化
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
課
題
解
消
に

向
け
た
新
し
い
提
案
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
英
語
論
文
を
年
間
で
10
本
以
上
発
表
す

る
な
ど
積
極
的
な
情
報
発
信
も
、“
医
学
”
活
動

の
一
環
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
病
院
運
営
に

お
け
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
が
、「
ま
つ
な

み
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
」
の
存
在
は
副
次
的
に
貢

献
し
て
お
り
、
相
乗
効
果
と
し
て
大
学
病
院
の

現
役
教
授
な
ど
を
過
去
何
人
も
招
聘
し
て
い
ま

す
。
ダ
ビ
ン
チ
を
は
じ
め
最
先
端
装
置
の
導
入

も
医
師
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
貢
献
し
ま
す
が
、
単

に
そ
れ
だ
け
で
は
優
秀
な
人
材
は
来
て
く
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
招
聘
先
の
施
設
で
何
が
で
き
る

か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
施
設
で
の
勤
務
が
経
歴

に
如
何
に
箔
を
付
け
る
か
な
ど
の
付
帯
的
要
件

も
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
に
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

―
―
貴
院
は
先
進
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
す
る

施
設
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
も
基
本
は
「
最
新
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
情
報
共
有
や
業
務

効
率
化
、
医
療
安
全
等
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し
て
き
ま
し
た
。
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
非
接
触
問
診
な
ど
を
い
ち
早
く
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
非
接
触
」
の
支
援
が
今
後
の
医
療
Ｉ

Ｔ
に
お
い
て
よ
り
一
層
重
要
視
さ
れ
る
の
は
自
明

で
あ
り
、
そ
れ
も
含
め
実
務
担
当
の
院
長
と
副

院
長
が
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
最
後
に
、
法
人
及
び
病
院
の
将
来
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
が
信
条
に
し
て
い
る
経
営
理
論
の
１
つ
に
、
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副院長、2001 年より理事長。南海大学医学部（中国）、Fleni 病院（アルゼンチン）、
Lili 病院（コロンビア）、岐阜大学医学部で客員教授。著書（分担）に「生体肝
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―
―
松
波
総
合
病
院
の
沿
革
及
び
診
療
の
特
長

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

曽
祖
父
の
松
波
英
太
郎
が
１
９
０
２
年
に
松

波
病
院
を
開
設
し
た
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
留
学

の
た
め
に
一
時
閉
院
し
、
帰
国
後
の
１
９
１
１

年
に
加
納
町
病
院
と
し
て
再
開
設
し
た
の
が
実

質
的
な
始
ま
り
で
あ
り
、
百
年
余
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
当
時
は
県
内
で
唯
一
外
科
手
術
が
行

え
る
病
院
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

医
療
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に
有
機
的
に
連
動
さ

せ
、
早
期
の
自
宅
復
帰
を
目
指
す
と
い
う
も
の

で
、
同
一
敷
地
内
に
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

の
医
療
資
源
を
効
率
的
に
集
約
し
て
い
る
当
院

な
ら
で
は
の
機
能
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
病
院
経
営
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

父
の
時
代
か
ら
、「
地
域
に
常
に
最
新
の
医
療

を
」
を
基
本
に
病
院
運
営
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
中
核
施
設
的
な
役
割
を
担
う
民
間

病
院
の
使
命
で
も
あ
る
と
い
う
方
針
か
ら
で
す
。

父
は
昭
和
40
年
代
（
１
９
６
５
年
～
）、「
断
ら

な
い
救
急
」
を
目
的
に
民
間
救
急
車
を
製
作
し

て
運
用
し
て
い
ま
し
た
し
、
我
々
兄
弟
の
時
代

も
現
院
長
（
和
寿
氏
）
が
１
９
９
５
年
に
体
外

受
精
（
県
内
初
）、
私
が
97
年
に
生
体
部
分
肝
移

植
に
成
功
（
国
内
民
間
病
院
初
）
し
た
こ
と
が
、

そ
の
実
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
医
療
を
支
え
る
医
療
機
器
に
関

期
待
に
応
え
つ
つ
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

進
展
を
遂
げ
、現
在
は
病
床
数
５
０
１
床
、
医
師

数
約
１
４
０
名
、職
員
数
約
１
２
０
０
名
を
擁
し
、

病
院
北
館
（
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
）、
南

館
（
老
健・回
復
期・障
が
い
者
医
療
）、ク
リ
ニ
ッ

ク
、
及
び
南
館
内
の
老
健
（
１
４
６
床
）
で
の
切

れ
目
の
な
い
連
携
を
信
条
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

父
（
英
一
氏
、
現
名
誉
院
長
）
は
南
館
で
診

療
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
が
理
事
長
に

就
任
後
、
２
０
１
４
年
に
急
性
期
の
み
な
ら
ず

災
害
医
療
に
も
対
応
で
き
る
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

付
き
の
北
館
を
建
設
し
、
前
述
し
た
形
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
北
館
は
、
２
０
１
９
年
10
月
に

３
階
建
て
の
建
物
（
１
階
口
腔
外
科
、
２
階
内

視
鏡
室
、
３
階
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
増
築
す
る
と
共
に
、

立
体
駐
車
場
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
の
特
長
は
、
即
ち
「
ス
ー
パ
ー
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
」
で
す
。
こ
れ
は
、
北
館
と
南
館
で
行
う

し
て
も
、
や
は
り
父
の
時
代
か
ら
最
先
端
装
置

を
積
極
的
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
父
は

１
９
７
７
年
に
東
大
、
慶
大
に
次
い
で
国
内
３

番
目
に
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
、
全
国
か
ら
被
検

者
が
集
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
我
々
が
経

営
を
引
き
継
い
だ
後
も
、
３
２
０
列
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ

（
２
０
１
０
年
導
入
、
県
内
２
番
目
）
や
ダ
ビ
ン

チ
（
同
年
導
入
、
県
内
２
番
目
）
な
ど
を
早
期

に
臨
床
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
院
内
を
最
先
端
装
置
で
埋
め
尽
く
す

こ
と
が
最
良
の
機
器
環
境
と
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
私
は
以
前
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
最
先
端
手

術
室
を
見
学
し
た
際
、
そ
の
手
術
室
の
横
が
旧

態
依
然
と
し
た
タ
イ
ル
貼
り
の
手
術
室
で
あ
っ

た
こ
と
に
驚
き
、
理
由
を
聞
く
と
、
答
え
は
「
こ

こ
で
十
分
な
手
術
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
私
の
意
図
す
る
も
の
は
ま

さ
に
こ
の
価
値
観
で
あ
り
、「
最
先
端
装
置
が
な

い
と
成
立
し
な
い
医
療
に
の
み
投
入
す
る
」
が

機
器
戦
略
に
関
す
る
持
論
で
す
。

―
―
理
事
長
の
立
場
か
ら
の
病
院
運
営
理
念
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、「“
医
療
”、“
医
業
”、“
医

学
”」
が
同
一
円
上
に
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
均
等
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
、
本
来
病
院
の
あ
る

べ
き
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
院
に
お
け
る
特
長
は

“
医
学
”
へ
の
こ
だ
わ
り
で
、

２
０
１
３
年
に
は
医
療
研
究
機

関
「
ま
つ
な
み
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
施

設
は
、
文
部
科
学
省
「
科
学
研

究
費
補
助
金
取
扱
に
規
定
す
る

研
究
機
関
」
指
定
施
設
で
あ
り
、

「
医
学
の
質
を
維
持
し
つ
つ
、
医
療
費
の
削
減
・

適
正
化
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
課
題
解
消
に

向
け
た
新
し
い
提
案
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
英
語
論
文
を
年
間
で
10
本
以
上
発
表
す

る
な
ど
積
極
的
な
情
報
発
信
も
、“
医
学
”
活
動

の
一
環
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
病
院
運
営
に

お
け
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
が
、「
ま
つ
な

み
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
」
の
存
在
は
副
次
的
に
貢

献
し
て
お
り
、
相
乗
効
果
と
し
て
大
学
病
院
の

現
役
教
授
な
ど
を
過
去
何
人
も
招
聘
し
て
い
ま

す
。
ダ
ビ
ン
チ
を
は
じ
め
最
先
端
装
置
の
導
入

も
医
師
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
貢
献
し
ま
す
が
、
単

に
そ
れ
だ
け
で
は
優
秀
な
人
材
は
来
て
く
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
招
聘
先
の
施
設
で
何
が
で
き
る

か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
施
設
で
の
勤
務
が
経
歴

に
如
何
に
箔
を
付
け
る
か
な
ど
の
付
帯
的
要
件

も
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
に
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

―
―
貴
院
は
先
進
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
す
る

施
設
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
も
基
本
は
「
最
新
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
情
報
共
有
や
業
務

効
率
化
、
医
療
安
全
等
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し
て
き
ま
し
た
。
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
非
接
触
問
診
な
ど
を
い
ち
早
く
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
非
接
触
」
の
支
援
が
今
後
の
医
療
Ｉ

Ｔ
に
お
い
て
よ
り
一
層
重
要
視
さ
れ
る
の
は
自
明

で
あ
り
、
そ
れ
も
含
め
実
務
担
当
の
院
長
と
副

院
長
が
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
最
後
に
、
法
人
及
び
病
院
の
将
来
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
が
信
条
に
し
て
い
る
経
営
理
論
の
１
つ
に
、

2014年に新築開設された北館（ノースウイング、写真上）。延床面積は約１万8000㎡、
病床数は262床。ハイブリッド手術室をはじめとする手術室や集中治療病床（ICU）、
高度治療病床（HCU）などを設け、最新の医療機器を導入。鉄筋 7 階建ての屋上
にはヘリポートを備え（写真下）、同院の急性期医療体制の要となっている。
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医
療
の
み
な
ら
ず
社
会
情
勢
や
制
度
な
ど
の
行

方
を
含
め
、「
常
に
先
を
読
む
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、

法
人
や
病
院
単
体
の
狭
儀
的
な
将
来
計
画
は
、

も
は
や
成
立
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
圏

に
お
け
る
「
地
域
医
療
構
想
」
の
中
で
の
自
院

の
立
ち
位
置
や
役
割
を
明
確
化
し
的
確
に
把
握

し
た
上
で
、
将
来
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
当
院
に
は
現
在
、
地
域
医
療
構
想
に

基
づ
く
、
周
辺
施
設
と
の
人
事
交
流
を
超
え
た

連
携
・
協
力
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
が
具
体
化
し

た
暁
に
は
、
施
設
を
ま
た
い
だ
病
床
再
編
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
要
は
、

医
療
水
準
や
健
康
維
持
環
境
の
地
域
全
体
の
底

上
げ
に
貢
献
し
つ
つ
、
病
院
経
営
も
安
定
さ
せ

る
広
義
的
計
画
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ

い
て
は
自
院
の
バ
リ
ュ
ー
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

で
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
『
Ｃ
Ｉ
Ｓ
』
を
開

発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
０
４
年
に
は
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『FileM

aker

』
を
活

用
し
た
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム『
Ｃ
Ｓ
Ｓ（Clinical 

Support System

）』
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
は
、
同
年
の
北
館
開
設
に
合

わ
せ
て
、
こ
の
Ｃ
Ｓ
Ｓ
に
加
え
、
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
『M

egaO
ak H

R

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）』
と
Ｄ

Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
『ProRecord M

edical
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
）』
を
組
み
合
わ
せ
た
松
波
総
合
病
院
独
自
の

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム『M

@
trics

』を
開
発
し
て
、

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
医
療

技
術
や
機
器
・
設
備
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と

同
時
に
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
分
野
で
も
国
内
最
先
端

の
取
り
組
み
を
常
に
続
け
て
い
る
と
病
院
長
の

松
波
和
寿
氏
は
話
す
。

「
当
院
に
お
い
て
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
歴
史

は
古
く
、１
９
７
８
年
の
バ
ロ
ー
ス
社
製
の
ス
ー

パ
ー
ミ
ニ
コ
ン
を
活
用
し
た
医
事
会
計
ソ
フ
ト

『
バ
ロ
ー
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
』

の
開
発
が
嚆
矢
と
な
り
ま
す
。
翌
年
に
は
電
算

室
を
設
け
て
レ
セ
プ
ト
作
成
の
電
算
処
理
を
開

始
し
、
１
９
８
８
年
に
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
共
同

社
会
医
療
法
人
蘇
西
厚
生
会 

松
波
総
合
病
院
　

病
院
長 

松
波
和
寿
氏
に
聞
く

■

社
会
医
療
法
人
蘇
西
厚
生
会 

松
波
総
合
病
院

先
進
的
医
療
技
術
と
並
行
し
て
最
先
端
の
医
療
Ｉ
Ｔ
も
導
入
し
、

現
場
重
視
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る

救急医療センターは、救急医（うち専従救急専門医 3 名）を中心に，各診療
科の医師が診療に参加。夜間も内科医 2 人、外科医 1 人、研修医 2 人の 5
人が当直するなど、24 時間 365日、 ”断らない救急”医療を実践している

運
用
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
独
自
開
発
を
含
め
、

Ｉ
Ｔ
化
に
か
ね
て
よ
り
積
極
的
な
理
由
を
松
波

和
寿
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｉ
Ｔ
は
、“
第
３
次
産
業
革
命
”
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
に
、
全
産
業
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
が
、
病
院
に
お
い
て
も
、
臨
床
だ
け

で
な
く
、
経
営
、
研
究
に
ま
で
に
そ
の
質
の
向

上
に
貢
献
す
る
の
は
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
故
、Ｉ
Ｔ
化
に
前
向
き
で
あ
る
の
は
、

将
来
を
見
据
え
る
医
師
、
そ
し
て
経
営
者
と
し

て
は
自
明
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
既
存

製
品
に
つ
い
て
は
、大
き
な
課
題
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
既
存
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

の
大
半
は
、『W

ater Fall

型
』
と
呼
ば
れ
る

開
発
手
法
で
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
の
手
法
で
は
シ
ス
テ
ム
上
の
欠
陥

が
見
つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
の
で
す
。そ
の
一
方
、『A

gile

型
』

と
呼
ば
れ
る
開
発
手
法
は
、
仕
様
や
設
計
の
変

更
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
反
復
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て

い
く
も
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
希
望
を
取
り
入
れ

た
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
シ
ス
テ
ム
開
発
が
可

能
で
す
。
当
院
で
は
、
同
手
法
に
よ
り
先
述
の

と
お
り
書
類
の
簡
素
化
や
デ
ー
タ
の
抽
出
・
分

析
等
を
目
的
と
し
た
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
『
Ｃ

Ｓ
Ｓ
（C

linical Support System

）』
を

『FileM
aker

』
を
活
用
し
て
２
０
０
４
年
に
開

発
し
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
の

た
め
に
『F

ileM
aker

』
専
門
Ｓ
Ｅ
３
名
、
他

に
シ
ス
テ
ム
開
発
や
日
常
の
シ
ス
テ
ム
管
理
に

携
わ
る
Ｓ
Ｅ
が
常
時
３
名
お
り
、
院
内
で
の
シ

ス
テ
ム
開
発
及
び
改
良
に
即
応
可
能
な
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
医
療
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
運
用
ば
か
り
で
な
く
、
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
等
、
医
療
以
外
で
利
用
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
自
前
で
構
築
・
運
用
し
て
お

り
、
そ
の
貢
献
度
は
極
め
て
大
き
い
で
す
」

　

因
み
に
、
松
波
和
寿
氏
は
、
市
販
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
を
駆
使
し
て
、

医
療
者
が
自
ら
の
手
で
業
務
に
用
い
る
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
活
動
の
普
及
、
促
進
を
図

る
「
日
本
ユ
ー
ザ
ー
メ
ー
ド
医
療
Ｉ
Ｔ
研
究
会

（J-SU
M

M
IT

S

）」
設
立
に
参
画
、
同
研
究
会

で
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
副
院
長
の

草
深
裕
光
氏
は
現
在
、
同
研
究
会
の
副
代
表
を

務
め
て
い
る
。

　

同
院
で
は
今
年
度
中
に
、
院
内
の
通
信
端
末

を
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
らiPhone

に
変
更
す
る
予
定
で
あ

る
と
松
波
和
寿
氏
は
話
す
。

「
単
な
る
Ｉ
Ｐ
電
話
に
過
ぎ
な
い
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
で
あ
るiPhone

に
変
更

す
る
こ
と
で
、
疾
病
部
位
の
撮
影
や
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
入
力
、
音
声
に
よ
る

デ
ー
タ
入
力
も
技
術
的
に
可
能
に
な
り
ま
す
か

ら
、
画
期
的
な
変
化
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
は
高
価
な
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
汎
用
性
の
高
い
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
と
こ

と
で
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
シ
ス
テ
ム
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
端
末
の
導
入
に
よ
り
、
院
内
の
Ｉ
Ｔ
化

が
一
気
に
加
速
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｔ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
く
マ

ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
安
価
で

使
い
捨
て
可
能
なCO

V
ID

-19

飛
沫
の
飛
散
防

止
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
用
手
袋
付
カ
ー
テ
ン
「G

ifu 
CU

R
T

A
IN

」
を
開
発
し
、
実
臨
床
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
感
染
症
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ

対
策
ア
プ
リ
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
医

療
Ｉ
Ｔ
の
進
化
の
流
れ
は
、CO

V
ID

-19

の
影

響
で
加
速
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

1959 年岐阜県生まれ。1983 年東京医科大卒。1984 年から高山赤十
字病院、岐阜市民病院、岐阜県立下呂温泉病院、多治見病院を経て、
1994 年に松波総合病院 産婦人科部長として着任。副院長を経て、
2016 年から同院病院長。岐阜県産婦人科医会会長、日本産婦人科
学会（専門医）、母体保護指定医、日本クリニカルパス学会（理事）、
日本医療マネジメント学会（評議員）等に所属。

松波和寿（まつなみ・かずとし）氏

ユ
ー
ザ
ー
重
視
の
電
“
紙
”
カ
ル
テ
を
開
発

A
gile

型
の
進
化
を
続
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

総
合
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
「M

@
trics

」
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で
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
『
Ｃ
Ｉ
Ｓ
』
を
開

発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
０
４
年
に
は
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『FileM

aker

』
を
活

用
し
た
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム『
Ｃ
Ｓ
Ｓ（Clinical 

Support System

）』
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
は
、
同
年
の
北
館
開
設
に
合

わ
せ
て
、
こ
の
Ｃ
Ｓ
Ｓ
に
加
え
、
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
『M

egaO
ak H

R

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）』
と
Ｄ

Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
『ProRecord M

edical
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
）』
を
組
み
合
わ
せ
た
松
波
総
合
病
院
独
自
の

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム『M

@
trics

』を
開
発
し
て
、

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
医
療

技
術
や
機
器
・
設
備
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と

同
時
に
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
分
野
で
も
国
内
最
先
端

の
取
り
組
み
を
常
に
続
け
て
い
る
と
病
院
長
の

松
波
和
寿
氏
は
話
す
。

「
当
院
に
お
い
て
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
歴
史

は
古
く
、１
９
７
８
年
の
バ
ロ
ー
ス
社
製
の
ス
ー

パ
ー
ミ
ニ
コ
ン
を
活
用
し
た
医
事
会
計
ソ
フ
ト

『
バ
ロ
ー
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
』

の
開
発
が
嚆
矢
と
な
り
ま
す
。
翌
年
に
は
電
算

室
を
設
け
て
レ
セ
プ
ト
作
成
の
電
算
処
理
を
開

始
し
、
１
９
８
８
年
に
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
共
同

松 波 総 合 病 院  シ ス テ ム 連 携 図

運
用
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
独
自
開
発
を
含
め
、

Ｉ
Ｔ
化
に
か
ね
て
よ
り
積
極
的
な
理
由
を
松
波

和
寿
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｉ
Ｔ
は
、“
第
３
次
産
業
革
命
”
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
に
、
全
産
業
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
が
、
病
院
に
お
い
て
も
、
臨
床
だ
け

で
な
く
、
経
営
、
研
究
に
ま
で
に
そ
の
質
の
向

上
に
貢
献
す
る
の
は
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
故
、Ｉ
Ｔ
化
に
前
向
き
で
あ
る
の
は
、

将
来
を
見
据
え
る
医
師
、
そ
し
て
経
営
者
と
し

て
は
自
明
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
既
存

製
品
に
つ
い
て
は
、大
き
な
課
題
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
既
存
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

の
大
半
は
、『W

ater Fall

型
』
と
呼
ば
れ
る

開
発
手
法
で
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
の
手
法
で
は
シ
ス
テ
ム
上
の
欠
陥

が
見
つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
の
で
す
。そ
の
一
方
、『A

gile

型
』

と
呼
ば
れ
る
開
発
手
法
は
、
仕
様
や
設
計
の
変

更
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
反
復
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て

い
く
も
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
希
望
を
取
り
入
れ

た
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
シ
ス
テ
ム
開
発
が
可

能
で
す
。
当
院
で
は
、
同
手
法
に
よ
り
先
述
の

と
お
り
書
類
の
簡
素
化
や
デ
ー
タ
の
抽
出
・
分

析
等
を
目
的
と
し
た
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
『
Ｃ

Ｓ
Ｓ
（C

linical Support System

）』
を

『FileM
aker

』
を
活
用
し
て
２
０
０
４
年
に
開

発
し
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
の

た
め
に
『F

ileM
aker

』
専
門
Ｓ
Ｅ
３
名
、
他

に
シ
ス
テ
ム
開
発
や
日
常
の
シ
ス
テ
ム
管
理
に

携
わ
る
Ｓ
Ｅ
が
常
時
３
名
お
り
、
院
内
で
の
シ

ス
テ
ム
開
発
及
び
改
良
に
即
応
可
能
な
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
医
療
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
運
用
ば
か
り
で
な
く
、
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
等
、
医
療
以
外
で
利
用
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
自
前
で
構
築
・
運
用
し
て
お

り
、
そ
の
貢
献
度
は
極
め
て
大
き
い
で
す
」

　

因
み
に
、
松
波
和
寿
氏
は
、
市
販
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
を
駆
使
し
て
、

医
療
者
が
自
ら
の
手
で
業
務
に
用
い
る
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
活
動
の
普
及
、
促
進
を
図

る
「
日
本
ユ
ー
ザ
ー
メ
ー
ド
医
療
Ｉ
Ｔ
研
究
会

（J-SU
M

M
IT

S

）」
設
立
に
参
画
、
同
研
究
会

で
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
副
院
長
の

草
深
裕
光
氏
は
現
在
、
同
研
究
会
の
副
代
表
を

務
め
て
い
る
。

　

同
院
で
は
今
年
度
中
に
、
院
内
の
通
信
端
末

を
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
らiPhone

に
変
更
す
る
予
定
で
あ

る
と
松
波
和
寿
氏
は
話
す
。

「
単
な
る
Ｉ
Ｐ
電
話
に
過
ぎ
な
い
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
で
あ
るiPhone

に
変
更

す
る
こ
と
で
、
疾
病
部
位
の
撮
影
や
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
入
力
、
音
声
に
よ
る

デ
ー
タ
入
力
も
技
術
的
に
可
能
に
な
り
ま
す
か

ら
、
画
期
的
な
変
化
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
は
高
価
な
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
汎
用
性
の
高
い
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
と
こ

と
で
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
シ
ス
テ
ム
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
端
末
の
導
入
に
よ
り
、
院
内
の
Ｉ
Ｔ
化

が
一
気
に
加
速
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｔ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
く
マ

ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
安
価
で

使
い
捨
て
可
能
なCO

V
ID

-19

飛
沫
の
飛
散
防

止
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
用
手
袋
付
カ
ー
テ
ン
「G

ifu 
CU

R
T

A
IN

」
を
開
発
し
、
実
臨
床
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
感
染
症
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ

対
策
ア
プ
リ
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
医

療
Ｉ
Ｔ
の
進
化
の
流
れ
は
、CO

V
ID

-19

の
影

響
で
加
速
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

HIS端末で「CSS」を利用する整形外科の日置 暁氏。CSSは、診断書や各種同意書等
の書類作成から、輸血オーダーやクリニカルパス発行などの業務オーダー系、感染症報
告のような報告系など、様 な々ツールから構成されている。

年
度
中
にiP

hone

を
ス
タ
ッ
フ
に
配
布

院
内
の
Ｉ
Ｔ
化
拡
充
に
期
待
す
る

新
し
い
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
活
用

松波総合病院の病院情報システム「M@trics」のシステム連携図。「CSS」
「MegaOak HR」「ProRecord Medical」を中心に、30 以上の各種部門
システムが連携し、ユーザーフレンドリーな独自システムを運用している。

（NEC）
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深
裕
光
氏
は
、「U

bie

」
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『U
bie

』
は
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
（
以
下
、

Ｍ
Ａ
）
が
担
っ
て
き
た
診
察
前
問
診
の
効
率
化
、

看
護
師
や
Ｍ
Ａ
な
ど
関
連
職
種
間
で
の
患
者
の

来
院
理
由
や
状
態
、
緊
急
性
等
の
情
報
共
有
、

電
子
カ
ル
テ
へ
の
問
診
内
容
転
記
作
業
の
省
力

化
、
診
察
所
要
時
間
・
患
者
待
ち
時
間
・
院
内

滞
在
時
間
の
短
縮
と
そ
れ
ら
に
よ
り
期
待
さ
れ

る
外
来
診
療
の
効
率
化
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
、

多
岐
に
わ
た
る
目
的
の
た
め
に
、
２
０
２
０
年

１
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

内
科
、
整
形
外
科
、
救
急
外
来
に
Ａ
Ｉ
問
診

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
接

触
時
間
の
短
縮
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
対
策
の
一

環
と
し
て
、
同
院
で
は
「U

bie

」
を
発
熱
患
者

の
問
診
に
活
用
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
発
熱
患
者
に
は
入
口
付
近
の
処
置
室

の
一
角
を
使
用
し
て
発
熱
専
用
紙
問
診
を
実
施

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
共
に
、
陰
圧
室
や

プ
レ
ハ
ブ
待
合
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

用W
i-Fi

が
届
く
範
囲
に
患
者
が
い
る
場
合
は
、

iPad

を
手
渡
し
て
「U

bie

」
を
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
院
内
のW

i-F
i

環
境
の
拡
充
を
進

め
た
こ
と
で
、
発
熱
患
者
待
機
用
の
駐
車
場
の

一
部
で
もiPad

が
使
用
可
能
と
な
り
、
利
用
対

象
の
範
囲
を
拡
大
。
加
え
て
、
院
内W
i-F
i

に

接
続
し
て
利
用
す
るiPad

は
、U
bie

問
診
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
患
者
と
のFaceT

im
e

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察
に
も
利
用
で
き
る
。

そ
の
た
め
、CO
V
ID
-19

が
疑
わ
れ
る
患
者
に

対
し
て
、
患
者
待
機
場
所
、
す
な
わ
ち
病
院
で

は
陰
圧
室
、
プ
レ
ハ
ブ
待
合
、
駐
車
場
車
内
等
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
発
熱
患
者
用
診
察
室
と
、
通

常
の
診
察
室
と
の
間
で
院
内
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察

を
行
い
、
医
療
従
事
者
と
患
者
の
接
触
低
減
を

図
る
こ
と
が
実
現
で
き
た
。
４
月
以
降
は
、
新

た
に
「U

bie

」
に
実
装
さ
れ
たCO

V
ID
-19

ア

ラ
ー
ト
機
能
、
来
院
前
問
診
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
問
診
機
能
を
活
用
し
て
、
病
院
に
受
診
す
る

前
に
自
宅
か
ら
問
診
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
「U

bie

」
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
用
で
き
た
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、草
深
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「CO
V
ID
-19

へ
の
対
策
は
、
何
よ
り
も
ス
ピ
ー

ド
が
重
要
で
す
が
、
誰
も
が
初
め
て
の
体
験
で

あ
る
が
故
に
既
存
の
対
応
策
が
な
く
、
自
力
で

　

先
進
の
Ｉ
Ｔ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い

て
、
草
深
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
は
、
業
務
の
効
率
化
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、
投
資
す
る
価

値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ
機

器
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
や
恩
恵
が
得
ら
れ
る
の
か
を
十
分
検
討
し

た
上
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
も
、
業
務
の
効

率
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。
改
革
に

よ
り
、
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
も
、
収
入
ま

で
減
っ
て
し
ま
え
ば
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

CO
V
ID
-19

対
策
と
し
て
、
多
く
の
病
院
で

は
来
院
患
者
や
入
館
者
に
対
す
る
検
温
等
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
業
務
は
、
多
く
の
病

院
職
員
に
過
大
な
業
務
負
担
を
強
い
て
い
る
点

い
る
と
草
深
氏
は
話
す
。

「
エ
ム
ス
リ
ー
社
と
共
同
実
施
し
た
頭
部
Ｃ
Ｔ
画

像
の
Ａ
Ｉ
診
断
に
関
す
る
研
究
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
７
月
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
当
院
で

開
発
し
た
緊
急
連
絡
装
置『
マ
イ
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ル
』
付
の
腕
時
計
型
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
に
よ

る
在
宅
患
者
の
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る『
い

つ
で
も
ウ
ォ
ッ
チ
』
は
改
良
を
重
ね
な
が
ら
、

現
在
、
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
（
小
誌
本
年
２

月
号
32
～
37
頁
参
照
）。

　

他
に
も
、
今
年
度
中
に
は
、iPhone

の
導
入

が
決
定
し
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
デ
バ
イ
ス
を
、

単
な
る
携
帯
電
話
と
し
て
用
い
る
だ
け
で
な
く
、

電
子
カ
ル
テ
の
入
力
端
末
や
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
勤
怠
管
理
と
い
っ
た

業
務
系
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

CO
V
ID
-19

の
拡
大
は
、
医
療
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

促
進
な
ど
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
進
展
を
加
速
化
さ
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

松
波
総
合
病
院
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
た
る
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
臨
床

現
場
で
の
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
、

い
わ
ば“
細
か
な
”Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
多
数
構
築
、

運
用
し
て
い
る
。

　

同
院
で
は
医
療
Ｉ
Ｔ
をCO

V
ID
-19

対
策
に

も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
１

月
に
運
用
を
開
始
し
た
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム

「U
bie

（
ユ
ビ
ー
）」
も
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
同

シ
ス
テ
ム
は
、
院
内
感
染
防
止
を
目
的
に
発
熱

患
者
と
の
接
触
リ
ス
ク
を
低
減
し
な
が
ら
、
効

率
的
な
診
療
を
実
現
し
て
い
る
。

　

同
院
の
副
院
長
で
、
Ｉ
Ｔ
活
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
長
の
草

が
全
国
レ
ベ
ル
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、
来
院
者
の
体
温
測
定

に
よ
る
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

２
０
２
０
年
４
月
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
導
入
。

病
院
に
隣
接
し
、
内
科
初
診
患
者
等
の
診
療
を

行
う
、
ま
つ
な
み
健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
入

口
付
近
に
設
置
し
、
運
用
し
て
い
る
。

　

同
装
置
の
導
入
に
よ
り
、
同
機
器
の
表
示
確

認
と
そ
の
後
の
案
内
と
対
応
に
１
人
の
事
務
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
Ｍ
Ａ
は
来
院
者
全
員

の
体
温
測
定
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
一

方
で
発
熱
患
者
に
対
す
る
問
診
で
は
、
発
熱
患

者
用
の
紙
問
診
票
を
患
者
記
載
後
に
職
員
が
回

収
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
患
者
が
車
内
あ
る

い
は
専
用
待
合
エ
リ
ア
（
病
院
で
は
プ
レ
ハ
ブ
や

陰
圧
室
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
発
熱
患
者
用
に
準
備

し
た
個
室
等
）
に
待
機
す
る
ま
で
、
職
員
と
接

触
す
る
機
会
が
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
紙
問
診
の
み
で
は
発
熱
患
者
の
診
療

に
必
要
な
情
報
が
不
足
す
る
た
め
、
医
師
は
直

接
診
察
、
あ
る
い
は
電
話
等
の
情
報
通
信
機
器

を
使
用
し
て
追
加
情
報
を
得
た
上
で
、CO

V
ID
-

19

の
疑
い
の
有
無
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
等

シ
ス
テ
ム
『U

bie

』
を
導
入
し
、
操
作
端
末
と

し
て
『iPad

』
10
台
を
用
い
て
、
主
に
対
象
科

へ
の
初
診
患
者
を
対
象
に
し
た
問
診
を
行
っ
て

い
ま
す
」

　
「U

bie

」
は
、
Ｍ
Ａ
ま
た
は
看
護
師
が
ブ
ロ
ッ

ク
受
付
に
お
い
てB

luetooth

バ
ー
コ
ー
ド
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
患
者
Ｉ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
、
患
者
は

iPad

を
受
け
取
っ
て
、
患
者
自
身
あ
る
い
は
付

き
添
い
の
家
族
ら
と
共
に
問
診
に
回
答
す
る
。

問
診
の
質
問
内
容
は
、
患
者
の
訴
え
る
症
状
等

に
応
じ
て
変
更
あ
る
い
は
追
加
さ
れ
、
問
診
結

果
は
主
訴
、
現
病
歴
、
既
往
歴
、
生
活
歴
等
の

タ
イ
ト
ル
別
に
整
理
し
て
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
、

問
診
終
了
直
後
か
らiPad

や
電
子
カ
ル
テ
端
末

の
Ｉ
Ｄ
連
携
で
呼
び
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
向
け
の
エ
デ
ィ
タ
上
で
追
加
・
編

集
し
た
り
、
記
載
内
容
の
電
子
カ
ル
テ
へ
の
転

記
、
さ
ら
に
、
問
診
一
覧
を
表
示
し
て
、
そ
こ

か
ら
患
者
ご
と
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

対
策
を
立
て
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
は
、

長
年
に
わ
た
る
医
療
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
で
培
っ
た

イ
ン
フ
ラ
と
、
自
院
で
雇
用
し
て
い
る
多
数
の

Ｓ
Ｅ
を
含
め
て
、
豊
富
か
つ
質
の
高
い
ス
タ
ッ

フ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
院
内
のW
i-F
i

環
境
を
整
備
す
る

と
い
う
の
は
、
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
当
院
に
は
、
す
で
に

院
内
全
体
を
カ
バ
ー
す
るW

i-F
i

環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
拡
張
工
事
は

ア
ン
テ
ナ
工
事
等
、
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
未
曽
有
の
危
機
に
も
対
応
で
き
た
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、「U

bie

」
以
外
に
も
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
Ｉ
Ｔ

に
関
す
る
技
術
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

社
会
医
療
法
人
蘇
西
厚
生
会 
松
波
総
合
病
院
　

副
院
長

草
深
裕
光
氏
に
聞
く

2020 年 1 月より運用を開始した AI 問診システム「Ubie」。4 月には
COVID-19 アラート機能や来院前問診、スマートフォン問診機能を活用
した運用を実施している。

発熱患者専用のプレハブ待合スペース。院内外のWi-Fi環境を拡充し、
院外のスペースからでもAI 問診システムを活用できるよう、通信環境
の拡充を図っている。

■

社
会
医
療
法
人
蘇
西
厚
生
会 

松
波
総
合
病
院

ユ
ー
ザ
ー
視
座
の
先
端
医
療
Ｉ
Ｔ
を
採
用
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
適
応
し
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
策
や
地
域
連
携
を
拡
充
さ
せ
る

1959 年三重県生まれ。1984 年名古屋大学医卒。
新生会第一病院、名古屋掖済会病院、1991 年
名古屋記念病院、2019 年松波総合病院内科、
副院長、イノベーション推進本部長。
Fe l l ow o f t h e Amer i c an Co l l e g e o f 
Physicians、J-SUMMITS 副代表。

草深裕光（くさふか・ひろみつ）氏

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
温
に
加
え
、

「U
bie

」活
用
の
感
染
リ
ス
ク
対
策
を
実
施

C
O
V
ID
-19

対
策
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（    ）13 新　医　療　2020年11月号

社会医療法人蘇西厚生会 松波総合病院

住　所：岐阜県羽島郡笠松町田代 185-1
病床数：501 床 ( 開放型病床 12 床 )
理事長：松波英寿
病院長：松波和寿

　古くから岐阜市と名古屋市を結ぶ交通の要
衝として栄えた岐阜県羽島郡笠松町にある松
波総合病院。同院は、100 年以上に渡って
地域医療を支え続けており、地域医療支援病
院、地域災害拠点病院に指定されているほか、
地域完結型医療の拠点として救急医療、高
度急性期医療だけでなく、急性期医療が終了
し社会復帰のためのリハビリテーション等を含
む、いわゆる回復期医療にも注力している。
26 診療科をはじめ、救急医療センターや人工
透析センターなどの各種センターおよび専門外
来も多数設けているほか、老健施設や在宅事
業など、地域に根差した医療も展開している。

深
裕
光
氏
は
、「U

bie

」
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『U
bie

』
は
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
（
以
下
、

Ｍ
Ａ
）
が
担
っ
て
き
た
診
察
前
問
診
の
効
率
化
、

看
護
師
や
Ｍ
Ａ
な
ど
関
連
職
種
間
で
の
患
者
の

来
院
理
由
や
状
態
、
緊
急
性
等
の
情
報
共
有
、

電
子
カ
ル
テ
へ
の
問
診
内
容
転
記
作
業
の
省
力

化
、
診
察
所
要
時
間
・
患
者
待
ち
時
間
・
院
内

滞
在
時
間
の
短
縮
と
そ
れ
ら
に
よ
り
期
待
さ
れ

る
外
来
診
療
の
効
率
化
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
、

多
岐
に
わ
た
る
目
的
の
た
め
に
、
２
０
２
０
年

１
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

内
科
、
整
形
外
科
、
救
急
外
来
に
Ａ
Ｉ
問
診

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
接

触
時
間
の
短
縮
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
対
策
の
一

環
と
し
て
、
同
院
で
は
「U

bie

」
を
発
熱
患
者

の
問
診
に
活
用
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
発
熱
患
者
に
は
入
口
付
近
の
処
置
室

の
一
角
を
使
用
し
て
発
熱
専
用
紙
問
診
を
実
施

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
共
に
、
陰
圧
室
や

プ
レ
ハ
ブ
待
合
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

用W
i-Fi

が
届
く
範
囲
に
患
者
が
い
る
場
合
は
、

iPad

を
手
渡
し
て
「U

bie

」
を
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
院
内
のW

i-F
i

環
境
の
拡
充
を
進

め
た
こ
と
で
、
発
熱
患
者
待
機
用
の
駐
車
場
の

一
部
で
もiPad

が
使
用
可
能
と
な
り
、
利
用
対

象
の
範
囲
を
拡
大
。
加
え
て
、
院
内W
i-F
i

に

接
続
し
て
利
用
す
るiPad

は
、U
bie

問
診
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
患
者
と
のFaceT

im
e

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察
に
も
利
用
で
き
る
。

そ
の
た
め
、CO
V
ID
-19

が
疑
わ
れ
る
患
者
に

対
し
て
、
患
者
待
機
場
所
、
す
な
わ
ち
病
院
で

は
陰
圧
室
、
プ
レ
ハ
ブ
待
合
、
駐
車
場
車
内
等
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
発
熱
患
者
用
診
察
室
と
、
通

常
の
診
察
室
と
の
間
で
院
内
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察

を
行
い
、
医
療
従
事
者
と
患
者
の
接
触
低
減
を

図
る
こ
と
が
実
現
で
き
た
。
４
月
以
降
は
、
新

た
に
「U

bie

」
に
実
装
さ
れ
たCO

V
ID
-19

ア

ラ
ー
ト
機
能
、
来
院
前
問
診
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
問
診
機
能
を
活
用
し
て
、
病
院
に
受
診
す
る

前
に
自
宅
か
ら
問
診
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
「U

bie

」
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
用
で
き
た
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、草
深
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「CO
V
ID
-19

へ
の
対
策
は
、
何
よ
り
も
ス
ピ
ー

ド
が
重
要
で
す
が
、
誰
も
が
初
め
て
の
体
験
で

あ
る
が
故
に
既
存
の
対
応
策
が
な
く
、
自
力
で

　

先
進
の
Ｉ
Ｔ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い

て
、
草
深
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
は
、
業
務
の
効
率
化
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、
投
資
す
る
価

値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ
機

器
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
や
恩
恵
が
得
ら
れ
る
の
か
を
十
分
検
討
し

た
上
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
も
、
業
務
の
効

率
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。
改
革
に

よ
り
、
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
も
、
収
入
ま

で
減
っ
て
し
ま
え
ば
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

CO
V
ID
-19

対
策
と
し
て
、
多
く
の
病
院
で

は
来
院
患
者
や
入
館
者
に
対
す
る
検
温
等
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
業
務
は
、
多
く
の
病

院
職
員
に
過
大
な
業
務
負
担
を
強
い
て
い
る
点

い
る
と
草
深
氏
は
話
す
。

「
エ
ム
ス
リ
ー
社
と
共
同
実
施
し
た
頭
部
Ｃ
Ｔ
画

像
の
Ａ
Ｉ
診
断
に
関
す
る
研
究
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
７
月
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
当
院
で

開
発
し
た
緊
急
連
絡
装
置『
マ
イ
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ル
』
付
の
腕
時
計
型
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
に
よ

る
在
宅
患
者
の
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る『
い

つ
で
も
ウ
ォ
ッ
チ
』
は
改
良
を
重
ね
な
が
ら
、

現
在
、
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
（
小
誌
本
年
２

月
号
32
～
37
頁
参
照
）。

　

他
に
も
、
今
年
度
中
に
は
、iPhone

の
導
入

が
決
定
し
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
デ
バ
イ
ス
を
、

単
な
る
携
帯
電
話
と
し
て
用
い
る
だ
け
で
な
く
、

電
子
カ
ル
テ
の
入
力
端
末
や
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
勤
怠
管
理
と
い
っ
た

業
務
系
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

CO
V
ID
-19

の
拡
大
は
、
医
療
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

促
進
な
ど
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
進
展
を
加
速
化
さ
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

松
波
総
合
病
院
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
た
る
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
臨
床

現
場
で
の
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
、

い
わ
ば“
細
か
な
”Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
多
数
構
築
、

運
用
し
て
い
る
。

　

同
院
で
は
医
療
Ｉ
Ｔ
をCO

V
ID
-19

対
策
に

も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
１

月
に
運
用
を
開
始
し
た
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム

「U
bie

（
ユ
ビ
ー
）」
も
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
同

シ
ス
テ
ム
は
、
院
内
感
染
防
止
を
目
的
に
発
熱

患
者
と
の
接
触
リ
ス
ク
を
低
減
し
な
が
ら
、
効

率
的
な
診
療
を
実
現
し
て
い
る
。

　

同
院
の
副
院
長
で
、
Ｉ
Ｔ
活
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
長
の
草

が
全
国
レ
ベ
ル
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、
来
院
者
の
体
温
測
定

に
よ
る
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

２
０
２
０
年
４
月
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
導
入
。

病
院
に
隣
接
し
、
内
科
初
診
患
者
等
の
診
療
を

行
う
、
ま
つ
な
み
健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
入

口
付
近
に
設
置
し
、
運
用
し
て
い
る
。

　

同
装
置
の
導
入
に
よ
り
、
同
機
器
の
表
示
確

認
と
そ
の
後
の
案
内
と
対
応
に
１
人
の
事
務
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
Ｍ
Ａ
は
来
院
者
全
員

の
体
温
測
定
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
一

方
で
発
熱
患
者
に
対
す
る
問
診
で
は
、
発
熱
患

者
用
の
紙
問
診
票
を
患
者
記
載
後
に
職
員
が
回

収
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
患
者
が
車
内
あ
る

い
は
専
用
待
合
エ
リ
ア
（
病
院
で
は
プ
レ
ハ
ブ
や

陰
圧
室
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
発
熱
患
者
用
に
準
備

し
た
個
室
等
）
に
待
機
す
る
ま
で
、
職
員
と
接

触
す
る
機
会
が
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
紙
問
診
の
み
で
は
発
熱
患
者
の
診
療

に
必
要
な
情
報
が
不
足
す
る
た
め
、
医
師
は
直

接
診
察
、
あ
る
い
は
電
話
等
の
情
報
通
信
機
器

を
使
用
し
て
追
加
情
報
を
得
た
上
で
、CO

V
ID
-

19

の
疑
い
の
有
無
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
等

シ
ス
テ
ム
『U

bie

』
を
導
入
し
、
操
作
端
末
と

し
て
『iPad

』
10
台
を
用
い
て
、
主
に
対
象
科

へ
の
初
診
患
者
を
対
象
に
し
た
問
診
を
行
っ
て

い
ま
す
」

　
「U

bie

」
は
、
Ｍ
Ａ
ま
た
は
看
護
師
が
ブ
ロ
ッ

ク
受
付
に
お
い
てB

luetooth

バ
ー
コ
ー
ド
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
患
者
Ｉ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
、
患
者
は

iPad

を
受
け
取
っ
て
、
患
者
自
身
あ
る
い
は
付

き
添
い
の
家
族
ら
と
共
に
問
診
に
回
答
す
る
。

問
診
の
質
問
内
容
は
、
患
者
の
訴
え
る
症
状
等

に
応
じ
て
変
更
あ
る
い
は
追
加
さ
れ
、
問
診
結

果
は
主
訴
、
現
病
歴
、
既
往
歴
、
生
活
歴
等
の

タ
イ
ト
ル
別
に
整
理
し
て
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
、

問
診
終
了
直
後
か
らiPad

や
電
子
カ
ル
テ
端
末

の
Ｉ
Ｄ
連
携
で
呼
び
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
向
け
の
エ
デ
ィ
タ
上
で
追
加
・
編

集
し
た
り
、
記
載
内
容
の
電
子
カ
ル
テ
へ
の
転

記
、
さ
ら
に
、
問
診
一
覧
を
表
示
し
て
、
そ
こ

か
ら
患
者
ご
と
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

対
策
を
立
て
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
は
、

長
年
に
わ
た
る
医
療
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
で
培
っ
た

イ
ン
フ
ラ
と
、
自
院
で
雇
用
し
て
い
る
多
数
の

Ｓ
Ｅ
を
含
め
て
、
豊
富
か
つ
質
の
高
い
ス
タ
ッ

フ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
院
内
のW
i-F
i

環
境
を
整
備
す
る

と
い
う
の
は
、
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
当
院
に
は
、
す
で
に

院
内
全
体
を
カ
バ
ー
す
るW

i-F
i

環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
拡
張
工
事
は

ア
ン
テ
ナ
工
事
等
、
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
未
曽
有
の
危
機
に
も
対
応
で
き
た
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

松
波
総
合
病
院
で
は
、「U

bie

」
以
外
に
も
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
Ｉ
Ｔ

に
関
す
る
技
術
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

COVID-19 対策として2020 年 4月にはサーモグラフィ
を設置するなど、迅速な院内感染対策を実施。病
院スタッフの労働環境改善に向けた取り組みを推進
している。

松波総合病院 南館（サウスウイング）

最
新
技
術
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

医
療
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
を
推
進
す
る

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
今
後

仕上サイズ
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